
・ファイルの転送(FileZen)に都度、承認が必要。
・承認権限者が課長代理級以上に限定されている。
・承認権限者が不在時に対応できない。
・承認という項数が増えて時間がかかる。
・承認権限者が全てのファイル内容を確認の上、承
認するには時間がかかる。
・個人番号利用系のPCを使用している職員は、①個
人番号利用系～LGWAN系（内部メール）へデータを
移すためのFileZen承認、②LGWAN系～IIJ（インター
ネット、外部メール）へデータを移すためのFileZen承
認の２つがある。日常的に個人番号利用系で資料等
を作成しており、作成資料等に個人情報を特に含ん
でいない場合でも、FileZen承認が必要なことは、業
務の負担となっている。

・一部資料等のファイル転送については、無害化機
能を利用することにより、FileZen承認を不要とする。
・無害化機能については、既に海老名市で導入・実
施していると聞いている。他の市でも実施しているか
もしれないため、他市の状況をヒアリング等して、
ルール（上長の承認が必要な場合と上長の承認が
不要な場合のワークフロー）を決めて実施してはどう
か。

改善効果 実践状況

作業時間の短縮、効率化になると考える。

提案内容を既に
実践している場合は
ここにチェックを↓

※写真等の添付可

標 題
FileZen承認権限者設定の必要性を再考→一部、承認権限者設定を
無くす

提案を総括すべき課 情報政策課
改善前 改善後
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